
大

陸
（
南

支
）
　 

近
衛
歩
兵
の
一
員
と
し
て

南
支
に
戦
う
　 

福
島
県
　
原
久
男
　 

私
は
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
僅
か
三
歳
の

時
に
母
（
二
十
四
歳
）
を
失
い
ま
し
た
。
父
は
元
々
養
子
で
し

た
の
で
祖
父
母
と
折
り
合
い
が
悪
く
、
私
を
置
い
て
生
家
に

戻
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
私
は
祖
父
母
に
育
て
ら
れ
ま
し

た
。貧
し
い
農
家
で
す
か
ら
私
は
高
等
小
学
校
を
出
て
、
夜
間
に

は
青
年
学
校
で
学
び
ま
し
た
。
当
時
の
高
等
科
は
、
僅
か
で
す

が
授
業
料
を
取
ら
れ
ま
し
た
。
父
は
亡
母
の
妹
と
再
婚
し
て
一

男
一
女
を
も
う
け
て
い
ま
す
。
独
り
ぼ
っ
ち
の
私
に
と
っ
て
薄

い
縁
で
す
が
異
母
弟
、
異
母
妹
の
存
在
は
貴
重
な
も
の
で
し

た
。昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
五
月
の
兵
隊
検
査
の
結
果
、
甲

種
合
格
と
な
り
機
関
銃
兵
と
宣
告
さ
れ
、
続
い
て
十
二
月
一
日

現
役
兵
と
し
て
近
衛
歩
兵
第
二
連
隊
に
入
隊
す
べ
し
と
の
通
知

が
あ
り
驚
き
ま
し
た
。

近
衛
兵
と
言
え
ば
天
皇
を
お
守
り
す
る
役
目
で
あ
り
、
選
定

に
当
た
っ
て
は
家
庭
の
状
況
、
思
想
、
操
行
な
ど
本
人
は
も
ち

ろ
ん
、
親
類
、
縁
者
に
思
想
、
犯
罪
に
関
し
問
題
無
い
か
厳
重

な
調
査
が
あ
る
も
の
と
聞
い
て
お
り
ま
し
た
か
ら
、
な
ぜ
私
が

選
ば
れ
た
の
か
不
思
議
で
な
り
ま
せ
ん
。

村
か
ら
は
十
年
前
に
一
人
近
衛
兵
が
出
て
以
来
の
こ
と
だ
そ

う
で
、
私
と
も
う
一
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
何
し
ろ
名
誉
な
こ



と
で
す
が
、
祖
父
母
を
残
す
こ
と
が
唯
一
の
心
残
り
で
し
た
。

十
二
月
一
日
、
東
京
九
段
の
宮
城
の
田
安
門
を
入
っ
た
近
衛

連
隊
の
兵
舎
前
に
集
合
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
優
秀

な
人
達
の
一
員
と
し
て
、
緊
張
感
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
帽
章

が
単
た
る
星
章
で
な
く
、
橘
の
葉
に
包
ま
れ
た
、
如
何
に
も
近

衛
ら
し
く
、
支
給
さ
れ
た
服
も
普
通
は
三
着
だ
そ
う
で
す
が
近

衛
は
一
着
余
分
の
四
着
も
支
給
さ
れ
ま
し
た
。「
近
衛
は
全
陸

軍
の
模
範
で
あ
れ
」
と
中
隊
長
新
井
大
尉
の
言
葉
で
し
た
。

所
属
は
近
衛
歩
兵
第
二
連
隊
（
富
永
恭
次
大
佐
）
第
三
大
隊

（
吉
田
嘉
久
少
佐
）
機
関
銃
中
隊
（
新
井
隆
夫
大
尉
）
で
、
因

み
に
中
隊
長
の
父
君
は
新
井
亀
太
郎
陸
軍
中
将
で
、
昭
和
二
年

支
那
駐
屯
軍
司
令
官
、
第
七
師
団
長
（
旭
川
）
な
ど
を
歴
任
さ

れ
た
人
で
す
。
中
隊
長
は
、
も
ち
ろ
ん
陸
軍
士
官
学
校
出
身
の

バ
リ
バ
リ
の
職
業
軍
人
で
す
。

予
備
役
召
集
の
人
は
一
人
も
い
な
い
現
役
ば
か
り
の
連
隊
で

す
か
ら
、
新
兵
の
訓
練
も
そ
れ
は
想
像
以
上
に
き
び
し
く
、
何

事
も
「
近
衛
は
皇
軍
の
模
範
た
れ
、
名
誉
を
傷
つ
け
る
こ
と
な

か
れ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ビ
ン
タ
は
強
い
兵
隊
を
作
る
た
め
に

必
要
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
宮
城
の
警
備
は
一
昼
夜
交
代
の
勤

務
で
し
た
。

連
隊
長
は
昭
和
十
四
年
三
月
に
深
堀
遊
亀
大
佐
が
着
任
さ
れ

ま
し
た
。
の
ち
に
中
将
に
な
り
、
第
三
二
二
師
団
長
に
な
っ
て

い
ま
す
。

昭
和
十
四
年
六
月
、
き
び
し
い
訓
練
が
終
わ
り
、
一
期
の
検

閲
が
す
ん
で
一
等
兵
に
な
り
、
宮
城
の
警
備
、
御
用
邸
の
警
備

に
は
げ
ん
で
い
る
う
ち
に
、
十
一
月
三
日
動
員
令
が
下
り
、
近

歩
一
連
隊
と
近
歩
二
連
隊
で
近
衛
混
成
旅
団
編
成
の
命
令
が
下

り
外
地
に
出
征
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
旅
団
長
に

桜
田
武
少
将
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

機
関
銃
中
隊
に
も
応
召
兵
が
続
々
入
っ
て
き
て
活
気
が
■
れ

ま
し
た
（
近
衛
の
外
征
は
日
露
戦
争
以
来
と
の
こ
と
）

。
ほ
と

ん
ど
が
三
十
歳
前
後
の
昭
和
五
、
六
年
兵
で
し
た
か
ら
、
私
達

初
年
兵
は
い
つ
ま
で
も
初
年
兵
扱
い
で
し
た
。
応
召
兵
は
神
田

須
田
町
に
宿
営
で
し
た
。

十
二
月
一
日
付
で
一
選
抜
の
上
等
兵
に
は
な
り
ま
し
た
が
、

ど
こ
を
向
い
て
も
年
上
の
古
参
兵
ば
か
り
で
す
か
ら
頭
が
上
が

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

十
二
月
一
日
宇
品
出
港
、
八
日
、
中
国
広
東
省
黄
埔
港
上



陸
、
九
日
、
西
村
に
到
着
、
同
地
付
近
の
警
備
勤
務
に
従
事
し

ま
し
た
。

十
二
月
二
十
日
か
ら
翌
十
五
年
一
月
四
日
ま
で
、
初
の
作
戦

に
参
加
し
ま
し
た
（
翁
英
作
戦
）

。
こ
の
作
戦
は
近
衛
兵
と
し

て
初
参
加
の
上
、
脇
同
作
戦
す
る
相
手
は
九
州
久
留
米
の
強
豪

第
十
八
師
団
で
、
戦
争
上
手
と
評
判
な
の
で
将
校
さ
ん
は
神
経

を
と
が
ら
せ
て
い
ま
し
た
。「
久
留
米
に
負
け
る
な
」
が
近
歩

の
合
言
葉
で
し
た
。

中
国
軍
は
道
路
を
至
る
所
で
切
断
し
て
い
る
の
で
、
馬
部
隊

の
皇
軍
は
■
回
す
る
こ
と
が
多
く
難
儀
し
ま
し
た
。

第
十
八
師
団
は
、
雑
の
う
と
水
筒
と
鉄
帽
と
銃
だ
け
を
持
っ

て
作
戦
に
出
か
け
て
い
る
。
食
べ
物
は
す
べ
て
現
地
で
、
し
か

も
中
国
馬
に
鍋
釜
な
ん
で
も
つ
け
て
と
い
う
軽
装
で
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

こ
れ
に
対
し
近
衛
は
、
一
週
間
分
の
米
と
缶
詰
で
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
式
背
の
う
は
パ
ン
パ
ン
に
ふ
く
れ
て
い
ま
す
。
近
衛
は

「
敵
地
に
糧
を
得
る
」
こ
と
は
し
な
い
方
針
で
す
の
で
行
動
が

ど
う
し
て
も
鈍
重
に
な
り
ま
す
。
こ
の
作
戦
で
は
第
二
大
隊
長

や
第
二
中
隊
長
が
戦
死
す
る
等
損
害
を
受
け
た
よ
う
で
す
。

昭
和
十
五
年
一
月
五
日
、
正
月
の
加
給
品
が
た
く
さ
ん
来
た

の
で
皆
で
飲
み
食
い
、
大
い
に
英
気
を
養
っ
て
い
た
夜
、
突
然

自
動
車
に
乗
せ
ら
れ
黄
埔
に
向
か
い
ま
し
た
。
砂
ほ
こ
り
を
全

身
に
被
り
、
目
だ
け
が
ぎ
ょ
ろ
ぎ
ょ
ろ
し
て
誰
彼
の
識
別
は
困

難
で
し
た
。

実
は
こ
の
時
、
広
西
省
の
南
寧
の
第
五
師
団
（
広
島
）
が
苦

戦
中
で
、
そ
の
救
援
に
我
が
桜
田
旅
団
（
近
衛
）
が
第
十
八
師

団
と
共
に
海
路
向
か
っ
た
の
で
す
。
上
の
偉
い
方
は
分
か
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
我
々
下
の
者
は
た
だ
た
だ
命
令
の
ま
ま
に
前

に
進
む
の
み
で
し
た
。

一
月
十
日
、
蚊
虫
山
村
に
上
陸
、
そ
こ
で
天
幕
露
営
。
我
が

第
三
大
隊
の
編
成
は
大
隊
本
部
、
歩
兵
四
個
中
隊
、
機
関
銃
中

隊
、
大
隊
砲
小
隊
、
小
行
李
と
な
っ
て
お
り
、
機
関
銃
中
隊
は

四
個
小
隊
で
八
個
分
隊
に
分
か
れ
、
一
分
隊
一
機
関
銃
で
し

た
。普
通
は
各
歩
兵
中
隊
に
一
機
関
銃
小
隊
（
二
分
隊
）
が
配
属

に
な
り
全
員
が
顔
を
揃
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。



蚊
虫
山
は
海
岸
な
の
で
飯
盒
炊
さ
ん
が
塩
水
な
の
で
閉
口
し

ま
し
た
。
翌
十
一
日
か
ら
賓
陽
作
戦
に
参
加
。
欽
県
、
小
菫
墟

を
経
て
十
七
日
那
香
墟
に
至
る
と
四
方
か
ら
敵
弾
が
来
て
包
囲

攻
撃
さ
れ
ま
し
た
が
応
戦
、
夜
に
な
り
ま
し
た
。

彼
我
の
銃
声
入
り
混
じ
り
混
乱
の
時
、
吉
田
大
隊
長
が
大
声

で
「
日
本
軍
射
撃
止
め
！
」
と
連
呼
し
た
の
で
敵
陣
の
方
向
が

分
か
り
「
突
っ
込
め
！
」
で
撃
退
し
た
の
で
し
た
。

中
隊
長
は
久
し
ぶ
り
に
四
個
小
隊
全
部
掌
握
し
て
戦
っ
た
の

で
戦
果
を
上
げ
ら
れ
満
足
顔
で
し
た
。
こ
の
時
、
私
は
機
関
銃

中
隊
の
第
三
小
隊
・
刈
込
少
尉
の
指
揮
す
る
第
六
分
隊
に
属

し
、
分
隊
長
・
荒
川
伍
長
の
三
番
銃
手
で
あ
り
ま
し
た
。

刈
込
少
尉
は
幹
候
出
身
で
す
が
大
変
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
で
お

り
、
殺
風
景
な
戦
陣
中
で
笑
い
を
欠
か
さ
な
い
で
下
さ
っ
た
の

で
す
。
例
え
ば
敵
の
迫
撃
砲
を
「
迫
さ
ん
」
と
名
付
け
た
り
、

弾
の
下
で
は
誰
で
も
恐
ろ
し
い
も
の
で
、
普
通
、
恐
ろ
し
さ
を

口
に
出
し
て
言
わ
な
い
も
の
で
す
が
、
小
隊
長
は
「
あ
あ
怖

か
っ
た
！
」
と
ぬ
け
ぬ
け
と
言
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

十
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
戦
闘
は
、
南
寧
に
向
か
う
日
本
軍

（
救
援
）
を
妨
害
す
る
中
国
軍
が
待
ち
構
え
て
い
る
も
の
で
す

か
ら
、
七
日
間
に
わ
た
る
山
間
地
の
戦
闘
で
、
大
隊
も
戦
死
三

十
人
、
戦
傷
九
十
人
の
損
害
を
受
け
ま
し
た
。
南
寧
に
は
い
ま

だ
到
着
で
き
ず
、
第
五
師
団
は
依
然
包
囲
さ
れ
苦
戦
中
で
し

た
。そ
の
後
、
北
進
を
続
け
、
二
月
三
日
賓
陽
に
向
か
い
前
進

中
、
中
大
村
付
近
を
陸
続
と
し
て
後
退
中
の
敵
大
部
隊
を
知
り

中
大
村
に
向
か
う
。
第
三
大
隊
は
毎
時
八
キ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
で

前
進
、
敵
と
遭
遇
、
八
つ
の
機
関
銃
が
火
を
吹
き
、
雉
射
で
敵

兵
を
な
ぎ
倒
し
、
逃
げ
る
敵
兵
を
待
ち
構
え
た
歩
兵
が
攻
撃
す

る
。
正
に
映
画
を
見
る
よ
う
な
場
面
で
し
た
。

二
月
十
一
日
、
軍
司
令
官
安
藤
利
吉
中
将
よ
り
感
状
が
桜
田

部
隊
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
出
征
し
て
か
ら
僅
か
二
カ
月
余
で

感
状
を
頂
く
部
隊
は
珍
し
い
こ
と
で
し
た
。

七
月
二
十
日
、
近
衛
混
成
旅
団
解
散
。
我
が
連
隊
は
近
衛
師

団
第
一
旅
団
と
な
る
。
師
団
長
飯
田
祥
二
郎
中
将
と
な
る
。

八
月
一
日
、
深
堀
連
隊
長
内
地
へ
、
後
任
小
菌
江
邦
雄
大
佐

殿
。
十
五
日
第
三
大
隊
長
一
色
少
佐
に
変
わ
る
。

九
月
一
日
、
イ
ン
ド
シ
ナ
派
遣
軍
編
成
に
入
る
。



十
八
日
欽
県
集
結
、
二
十
六
日
三
時
出
発
乗
艇
八
時
コ
ッ
ク

ト
ラ
ン
上
陸
、
安
南
人
農
夫
三
人
歩
行
中
、
日
本
人
そ
っ
く
り

な
の
に
驚
く
。

九
月
二
十
六
日
十
時
、
フ
ラ
ン
ス
軍
白
旗
掲
ぐ
、
十
四
時
ハ

イ
フ
ォ
ン
市
中
行
進
。

十
月
十
日
、
パ
ク
ニ
ン
に
移
動
、
約
六
カ
月
間
援
■
物
資
の

封
鎖
の
た
め
警
備
す
る
。

十
六
年
三
月
二
十
七
日
、
パ
ク
ニ
ン
出
発
。

四
月
七
日
、
宇
品
上
陸
。

四
月
八
日
、
品
川
着
習
志
野
■
舎
（
検
疫
消
毒
の
た
め
）

。

四
月
十
七
日
、
市
内
行
進
懐
か
し
の
兵
舎
に
帰
営
。

七
月
八
日
～
十
八
日
、
天
皇
、
皇
后
の
儀
杖
兵
に
服
務
。

十
一
月
二
十
九
日
、
兵
長
、
下
士
勤
務
を
拝
命
。

十
一
月
三
十
日
、
善
行
証
下
付
、
現
役
満
期
除
隊
。

除
隊
後
八
日
経
っ
た
十
二
月
八
日
、
大
東
亜
戦
争
が
始
ま

り
、
召
集
が
い
つ
来
る
か
と
、
待
て
ど
暮
ら
せ
ど
遂
に
赤
紙
が

来
な
か
っ
た
。

終
戦
ま
で
は
青
年
学
校
の
指
導
員
と
し
て
後
輩
の
軍
事
教
練

の
指
導
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
（
夜
間
二
時
間
）

。

除
隊
後
は
農
業
に
従
事
し
、
翌
十
七
年
に
結
婚
し
三
男
一
女

を
も
う
け
ま
し
た
。

長
男
（
昭
和
二
十
年
生
ま
れ
）
は
、
地
元
の
喜
多
方
の
電
機

会
社
の
役
員
と
し
て
勤
務
。
長
男
は
会
社
の
女
子
と
結
婚
し
、

孫
（
女
子
）
は
エ
ア
シ
ス
テ
ム
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
勤
務
。

長
女
（
昭
和
二
十
一
年
生
ま
れ
）
の
夫
は
、
村
役
場
収
入

役
。次
男
（
昭
和
二
十
三
年
生
ま
れ
）
は
、
東
京
の
会
社
に
就

職
。
現
在
広
島
に
勤
務
中
。

三
男
は
熱
塩
加
納
村
役
場
に
勤
め
て
い
る
。

祖
父
は
昭
和
三
十
三
年
八
十
三
歳
で
亡
く
な
り
、
祖
母
は
昭

和
十
七
年
私
が
除
隊
し
た
一
年
後
六
十
六
歳
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
の
慰
籍
事
業
に
よ
り
平
成
二
（
一

九
九
〇
）
年
に
海
部
俊
樹
名
の
書
状
と
銀
杯
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
昔
の
こ
と
で
す
が
、
皇
紀
二
千
六
百
年
記
念
と
し
て
昭
和

十
五
年
一
月
に
勲
八
等
白
色
桐
葉
章
を
も
ら
い
ま
し
た
。

近
衛
歩
兵
第
二
連
隊
は
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
一
月
二
十



日
編
成
さ
れ
、
一
月
二
十
三
日
に
軍
旗
が
親
授
さ
れ
た
。
日
本

最
古
の
連
隊
で
あ
り
、
歴
代
の
連
隊
長
に
は
有
名
な
軍
人
が
就

任
さ
れ
て
い
ま
す
。

兵
舎
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
九
段
会
館
の
庭
に
記
念
碑
が
現
在

で
も
あ
り
ま
す
。

北
の
丸
公
園
に
も
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
戦
友
会
は
現
在
で

も
盛
大
で
、
会
誌
『
た
ち
ば
な
』
は
第
六
十
三
号
に
達
し
、
会

の
顯
功
章
に
応
じ
た
寄
付
金
も
集
ま
り
、
立
派
な
写
真
集
は
貴

重
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
今
で
も
近
歩
第
二
連
隊
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。




